ると 黒ぐ ろと した 畏怖に 変わった。 昼間 気の つかな 

かった 樹木が 異形な 姿 を 空に 現わした。 夜の 外出に は 

ちょうちん 

提灯 を 持って ゆかなければ ならない。 月夜と いう も 

の は 提灯の 要らない 夜と いう こと を 意味す るの だ。 I 

I こうした 発見 は 都会から 不意に 山間へ 行った ものの 

闇 を 知る 第 一 階 g である。 

私 は 好んで 闇の なかへ 出かけた。 溪ぎ わの 大きな 椎 

の 木の下に 立って 遠い 街道の 孤独の 電燈を 眺めた。 深 

い 闇の なかから 遠い 小さな 光 を 跳め る ほど 感傷的な も 

のはないだろう。 私 は その 光が はるばる やって来て、 

闇の なかの 私の 着物 を ほのかに 染めて いるの を 知った。 



この 山に 沿って 街道が ゆく。 行 手 は 如何と もす る こと 

のでき ない 闇で ある。 この 闇へ 達する までの 距離 は 百 

米 あまり もあろう か。 その 途中に たった 一 軒 だけ 人 

かえで 

家が あって、 楓 のよう な 木が 幻燈の ように 光 を 浴び 

ている。 大きな 闇の 風景の なかで ただ そこ だけが こん 

もり 明るい。 街道 も その 前で は 少し 明るくな つてい る- 

し かし 前方の 闇 は そのために なおい つそう 暗くな り 街 

道 を 呑み込んで しまう。 

ちょうちん 

ある 夜の こと、 私 は 私の 前 を 私と 同じように 提灯 

なしで 歩いて ゆく 一人の 男が あるのに 気がついた。 そ 

れは 突然 その 家の 前の 明るみの なかへ 姿 を 現わした の 
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